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第 1 章 序 

1.1 心理職の現状 

 現在、公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会が認定する「臨床心理士」資格が昭和

63(1988)年に開始されて以降、2019 年 4 月 1 日で 35,912 名の「臨床心理士」が認定され

ている。また、2015 年 7 月 1 日時点で臨床経験 10 年未満の者が約 1/3 である 32%を占めて

いた（日本臨床心理士会, 2016）。 

 

1.2 産業・労働領域における心理職 

 「労働安全衛生法の一部を改正する法律」により、平成 27 年 12 月 1 日に施行された「ス

トレスチェック制度」をはじめ、産業・労働領域への社会的なニーズが高まっている。し

かし、臨床心理士を例にとると、産業・労働領域に従事している者は、臨床心理士全体の

3.9%と司法領域に次いで少ない。 

 

1.3 心理職としての発達プロセス 

 心理職全般における職業発達として、Stkovholt ＆ Rønnestad（1995）による 8 段階の

発達段階モデル代表的である（金沢 1998, 2007）。また、初学者の心理職としての職業プ

ロセスについては、割澤(2017)が、M-GTA を用いて臨床心理士資格取得後 5 年未満の初学

者を対象とし、学習プロセスを明らかにした。 

 

1.5 産業・労働領域における心理職の発達プロセス 

 坂井・深瀬・三浦・種市(2015)は、産業・労働領域で求められる能力としては他領域同

様に、労働者に対する見立てからケースコンサルテーションに至るまでの支援能力が土台

である、としている。 

 

第２章 目的 

本研究では産業・労働分野に従事する臨床心理士および公認心理師における、ライフイ

ベントの影響も含めた初学者から熟練者への職業発達プロセスを明確にすることを目的と

する。 

 

第 3 章 研究 

3.1 対象 

 産業・労働分野に従事する 10 年以上の職務経験のある、国内在住の臨床心理士及び公認

心理師を対象とした。 

 

3.2 分析方法 

本研究では，時系列的な変化のプロセスを明らかにすることを目的とするため、分析は、

木下（2007）の修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下 M-GTA）を用いた。 
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第 4 章 結果 

本文において概念を【  】、カテゴリー名を《  》で表記する。 

職業発達プロセスは、《膨らまないイメージ》である【会社員に対する先入観】、【イ

メージなき会社員】、【働き方のイメージなき入職】を抱きながら入職する。 

 《膨らまないイメージ》を抱えつつ入職後、《会社員としてのコンピテンシー》である

【他の社員の方と接する中で社会の仕組みを学習する】、【社会人マナーの必要性の気付

きと習得】、【従業員からの学びによる自社理解】を会社に所属することで獲得される。

そこでの獲得により、《組織に適応した動き》を業務の中で発揮される。 

 そして、《専門職としての働き》、《会社員としての働き》の 2 つを軸とした働き方が求

められる。《専門職としての働き》としては、【心理士の仕事や役割を知ってもらいながら

関係を築いていく】ということを意識して支援を行っていく。一方で、明確な役割意識を

持つことが出来ず【心理士としてのアイデンティティの拡散】に陥る場合がある。これら

の経験をすることで、改めて心理士の意義を感じ、【内に秘める専門性】という姿勢に至り、

その後【心理職としての働き方の広がり】をみせる。そのような専門職としての意識を抱

きながら、《組織への支援》や《個別の Cl への支援》へと繋がる。 

 一方で、心理の専門職としてだけではなく、【配属部署で求められる仕事】といった《会

社員としての働き》も必要となる。 

 そのような働きの中で、《会社組織に所属する苦悩》を感じながらも、【経験を産業労働

分野に応用できることへの気付き】、【心理士の働きによる成果と自身の成長による充実感】

という《心理士としての充実感》が得られてくる。そして、産業労働分野における心理職

としての意味を再確認することで【産業労働分野へのお返し】といった《産業労働分野へ

の貢献》という志を持つ。 

 

第 5 章 考察 

 産業・労働分野に入職前の状態である、《膨らまないイメージ》は、産業・労働分野で働

く心理士の少なさに関係していることが示唆された。また、専門職でありつつ、会社員の

側面を持つことで《会社員としてのコンピテンシー》が必要となるが、他の社員の動きや

姿勢を観察することで気付き、徐々に習得されることが示された。一方、【心理士としての

アイデンティティの拡散】の状態に陥ることで、心理職としての役割や意味を再確認され

ることは Skovholt ＆ Rønnestad(1992)が提唱した 8 段階の発達段階モデルの統合期～

個体化期に該当することが考えられる。 

 また、個別の従業員支援だけではなく、所属組織を対象とした支援も求められてくる。

そのためには、企業全体の理解が必要不可欠であり、会社に所属している社員と接する中

で関係性の深まりと共に、企業理解も深まってくることが示された。 

 そのような働き方の中で、会社組織に所属することでの制約を感じつつも、社員個人の

支援だけではなく、会社組織に貢献し、それが会社の成長などの実感として得られること

は、産業・労働分野特有のやりがいでもあることが示された。
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